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建築士会（福祉まちづくり部会）紹介



「福祉の住まいづくり」

高齢者等の居住環境整備に関して、建築士の
地域活動の一つとして、様々な専門家と連携
し、高齢者等の住宅改善に寄与できる人材を
育成を図る。また先進的な事例の共有を図る

「福祉の住まいづくり」

高齢者等の居住環境整備に関して、建築士の
地域活動の一つとして、様々な専門家と連携
し、高齢者等の住宅改善に寄与できる人材を
育成を図る。また先進的な事例の共有を図る

福祉まちづくり部会

・厚生労働省の地域包括ケアシステム
・医療、介護等 異業種専門との連携

建築士会（福祉まちづくり部会）紹介

「福祉のまちづくり」

居住以外の建築や交通・情報等の都市インフラ、
等に関わる活動を対象とし、近年では、「オリ
ンピック・パラリンピック」「観光バリアフ
リー」をテーマに情報共有や事例の共有を図る

「福祉のまちづくり」

居住以外の建築や交通・情報等の都市インフラ、
等に関わる活動を対象とし、近年では、「オリ
ンピック・パラリンピック」「観光バリアフ
リー」をテーマに情報共有や事例の共有を図る

建築士の福祉分野への理解を深め、福祉の住まいづくり、まちづくりに対応できる
人材を育て「国民」に必要とされる建築士になることを目標とする。

・「観光バリアフリー」
・「小規模店舗」「宿泊施設」



2. 建築士に対する普及周知の取組
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活動の発表情報共有

建築士に対する普及周知の取組

建築士会全国大会
例年秋

建築士会全国大会
例年秋
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活動の発表情報共有

COVID19以前は、メールでのやりとり＋年2回の大会であったが…

各都道府県の支部が企画した勉強会にオンラインで他の都道府県から参加が可能になっている。

公益社団法人日本建築士会連合会



3.建築士の技術力向上に向けた活動



建築士の技術力向上に向けた活動

市民と行う鳴門市
「ユニバーサルデザイン点検会」

『気づくことそこからはじまるユニバーサル」

2010年～ 7回開催

徳島県建築士会 鳴門支部
バリアフリーデザイン研究会
が中心になる活動

特徴：
行政、市民、建築士等専門家の参加



建築士の技術力向上に向けた活動

第7回開催時

参加者：42名 鳴門市立図書館

座学→点検（ 3班）→ワークショップ→発表
（良いところ、改善点、改善策）



〇条例等へのフィードバック （竣工時のバリアフリー条例の検証）〇条例等へのフィードバック （竣工時のバリアフリー条例の検証）

〇大学生、市民の興味関心 （他者を知ること、知識を得ること 相互理解）〇大学生、市民の興味関心 （他者を知ること、知識を得ること 相互理解）

建築士の技術力向上に向けた活動

〇改善点の抽出→施設の改善 （行政や施設管理者への声を届ける）〇改善点の抽出→施設の改善 （行政や施設管理者への声を届ける）

〇建築士のスキルアップ （利用実態の観察、考察、生の声を聴く）〇建築士のスキルアップ （利用実態の観察、考察、生の声を聴く）

日本建築士会連合会 福祉まちづくり部会として、
各支部等の活動の情報を共有、推進し、また、得た情報を各建築士に伝える役割を担う

■メリット



〇バリアフリーWSの企画・運営ができる建築士養成（他地域企画への参加）

〇建築士会内部の興味関心 部会に参加する人数を増やす（ボランティアからの脱却）

建築士の技術力向上に向けた活動

〇建築士が各種団体、行政などとの連携ができるような準備

日本建築士会連合会 福祉まちづくり部会として、できること

■最後に

〇公共建築等の新築、および大規模修繕計画の中にバリアフリーWSが組み込まれるのが理想


